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21世紀の東学医学部に望む もの

文部省大臣官房政策課長

寺 脇 研

ご紹介いただきました寺脇でございます.いま過分な

ご紹介をいただきましたけども.私の父親は確かに医者

でございましたけれども,私は全くの素人でございます.

医学教育課長をしているときに,なにがしか医学につい

て何か言えたとするならば,ここにいらっしゃる高久先

生をはじめとする先生方のお話を聞いて,役人というの

は人の話を聞いて.それをいかにうまく理解して動かし

ていくかというのが重要な才能でございます.いわば聞

きかじりの上手なやつというのが,役人としてはいいわ

まずいわけであります.

きょうはお引き受けしてまいったのでございますけれ

ども,これは文字どおり後先を考えず引き受けてしまっ

て.後悔をしてるというやつなんですが,高久先生のあ

とでお話をするなんていうとんでもないことになりちゃっ

てて,弱ったなと思っているのでございます.

医学教育の今後の姿については,先生のほうからお話

があったのでございましょうから,今日はるる,いろい

ろな検討がなされたでしょう.

新潟大学の医学部の教育をどうしていくのかというの

は,最終的には新潟大学の先生方が決めることでござい

ます.私のほうからはそういった意味で周辺部分という

か,外の世の中の変化というか,制度の変化みたいなこ

大学医学部の今後のあi)方を考える参考になるのではな

いかと思うわけでございます.

医学部だけでなしに.私は新潟大学に常々敬意を払っ

ておりますのは,非常に穫棲的に新しいことにお取 り観

になる姿勢がある.特に今後独立行政法人化は,私も実

は医学教育課長の職を離れて3年になります.その後は

生涯学習行政とか政策課とかやっておりますので,直接

に商等教育の行政をしておりませんものですから,いろ

いろ伝わってくるところを聞いてると.非常に独立行政

法人化を控えて新たな国立大学の在り方ということにも

積極的に大きなプランが書かれていて,私などにはいろ

んな声が入ってきますが,周りの国立大学は脅威に感じ

ている,というような話も伝わってくるわけでございま

す.

なるほどさもあi)なんと思うのは,私いまご紹介いた

だきましたように職業教育深慮というのをやらせていた

だきました.そのときに総合学科というのも,実は私は,

早く総合学科を出た医学部の学生がたくさん出るように

なるといいなと思っておりますのは,つまり総合学科と

いう(T)は,それこそさ-:.,き生物の履修の話もちょっと出

ておりましたけれども,従来の普通科高校というのは,

大学の医学部に合格するためのか)キュラムを組みたく

なりまして,そのカリキュラムを生徒に強制してやって

いくものですから,将来医者を志していたって,お前生

物とらないほうが合格するのに有利だから,生物の授業

じゃなくて,こっちを受けなきいということになったり,

ましてや医者になるわけだから,このごろは高校でも者

護とか,介護とかいうような授業も開設されてる学校も

あるわけですが,そういう授業を受けたいと思っても,

それは受けられない.総合学科の高校というのは,非常

に幅広い科目を開設して,当然医学部を受けるために必

要な数学とか,英語とかをみっちりやるのは当然のこと

として,生物もやろうじゃないかとか,あるいはもっと
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広く介護や,着護や.福祉についても高校レベルの知識

というのを得ておこうじゃないか,というようなことも

できるようにつくったつもりでございまして,なかなか

しかし高校の先生方の考え方が変わらないものですから,

大学進学するためには普通科のほうがいいんだよみたい

に,中学校の先生もそういう進路指導をする傾向がまだ

あるので,もうちょっとそれが真価を発揮するのに時間

がかかろうと思います.

一方で医学部だけではなしに,医者も大事ですけれど

ち,やっぱり農薬をする入とか,モノ作りをする人とい

うのも大事だというので,職業教育課のときに,普通科

高校からじゃないと大学に行けないというのは,なんと

かならないものかというようなことをお願いしましたと

ころ,多分全国で一番早く新潟大学の工学部が,じゃあ

工業高校の生徒というのをちょっと採ってみようじゃな

いかと,工業高校特別推薦枠というのを初めてつくって

いただいて,工業高校からでも国立大学の工学部にウェ

ルカムだよというふうなことをやっていただいて,これ

はもう卒業生も出て,成果が出ておりますが,大学院進

学率が極めて高い.普通科高校から来てる連中と比べて

いくと,成績もいいし,その後の大学院へ進んでなんか

やろうというような意欲も高いなんて,まあ数が限られ

ているせいもありますが,そういうことをやっていただ

いていたりします,

あるいはこれも-昨年,私お伺いさせていただいて,

経済学部で経済学部の学生を対象に各界のさまざまな人

たちの人生を聞く,生き方を聞くという趣旨の授業がご

ざいまして,例えば会社の社長さんとか,芸術家とか,

いろんな方が来るなかに,文部省の役人というのも1人

那 )キュラムの中に入っていることになっておりまして,

私がその年は講義をさせていただいたわけであります.

これは日本中で言いふらさせていただいているんですけ

れども,私は今まで大学の学生に正規の語義というのを

何回かしたことがございます.東京大学教育学部や東京

工業大学の計画行政の大学院,あと新潟大学の経済学部

で諦義を行った.どこの学生が一番ちゃんと授業を聞い

ていたかというと,新潟大学経済学部の学生だった.莱

大教育学部の学生はぐったりしてみんな倒れて聞いてお

りまして,そんなら聞きにこなけりゃいいのになと恩う

んだけれども,来ないとまずいとかいう強迫観念で来て

たのかもしれないです.一体この子たちは,教育学部で

教育行政の授業に私が出たわけですけど,教育行政の授

業に教育行政の先生がずっとやっていくんだけども,こ

のコマは現役の教育行政をやってるAを連れてきて,な
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んでもこの人に質問してもいいという時間なのに.全然

聞くこともない,することもない.おいおい,これでは

えらいことになったなと思ってたんでございますが,節

潟大学の,しかも300人の教室だというので.これはよ

く噂に聞く私語だとか携帯電話とかいうやつがあるのか

しらと,大教室で300人ということになるとと思ってま

したが,見事な受講態度でございました.

なぜかなと考えてみたら,やっぱりモチベーションが

高いということだと思うのですね.500人ぐらいの応募

の中から300人,500人はとても入れないので500人の

中から選ばれた300人だというようなことがあるのと,

実はこれは文部省のほうが反省しなければいけないので

ていうのを,高校までの間に聞いたことがおそらくなかっ

たんだろうと思うのですね.初めてそういう人の語を聞

くので,これは面白そうだというようなことで目新 しさ

があって聞いたんだろうというのですが,そのときに寅

ん前に,一九 一生懸命聞いてる学生がおりまして,大

勢の中に食い入るように聞いて,私はそのときに,あな

た達はついこの間まで高校生だったわけだから,高校と

大学をどう変えるために文部省がいまどうやって働いて

いるのかというような話をしてたんですけど,-盤懸命

聞いている.私は,総合学科の卒業生の人もそろそろこ

ういうところへ入ってくると思うけど.いますかねと言っ

たら,たまたまそのときは総合学科の学生はいなかった

んですけど,-入学生が轟ん前で座って-生懸命聞いて

る学生が,｢はい｣と手を挙げて ｢習そうかい｣｢いや,

僕は総合学科じゃありませんけど,工業高校の卒業なん

ですけれども｣｢ああ,君か.工業高校から工学吾郎二入っ
た学生,これは経済学部の授業じゃないの｣と言ったら,

｢いや.この授業は是非聞いてみたいと思ったんで.聴

講を申し込んで,許されて開いているところであります｣

みたいなことを言ってました,

学生もいいなと思いましたが,やっぱりそういったカ

リキュラムを用意していく先生方.実は昨年の12月に中

央教育審議会答申で,初等中等教育と商等教育の接続に

ついてというのを打ち出しておるわけでございます.そ

こで初めて打ち出した概念として,お互いが選ぶ.相7i

選択する大学であってほしいと.大学の側が学生を選ぶ

ということぽっかりになってたんじゃないのか.その結

莱,学生のほうはこの大学に選ばれたい,選ばれたいと

思って,選ばれるためにはショートカットしたらどうい

うふうに入っていけるか,じゃあ生物は取らないほうが

いいやみたいなことでなっていってしまってる問題だっ
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たけれども,選ぶ.学生のほうも大学を選ぶ,お互いが

相互選択するという考え方にいよいよ入っていくべきで

はないのか.

子供の数が減ってまいったわけでございます.従来は

確かに大学を希望する人と,大学に入りたい人と,大学

の定員というのがアンバランスでございましたから,ど

うやったってそれはそうなると弱いほうが出てきます.

ところが今年は河合塾の調査とやらによれば,160ぐら

い,名前さえ書いていれば入れる大学があるというふう

な結果が出てきておるような状態になってきておる.堤

実にもうそうですね.私たちも分析しているのは,大学

の名前と学部さえ問わなければ,大学には必ず入れる時

代に,実は2,3年前から突入してた.見せかけの数字

と遠いますから.現実にまだまだ計算上は10年後みたい

なことを文部省も一時言ったことがあるんですけれども,

現実は,実際は先行してまして,それは文部省が 10年

経ったらと言ってたのは,いま専門学校に行ってる学生

が大学に入りやすくなったら,こっちへ流れてきた場合

という計算をしてたんですけれども,ちっとも流れてこ

ない.専門学校進学率はむしろ上がってる,微増をまだ

している状態でありまして,名前さえ書けば入れるよう

な大学に入るぐらいだったら,専門学校に行ったほうが

いいと思う学生が増えてきている.つまり学生の側がも

うそこでは選択が始まってるのですね.うちは大学だか

ら入れてあげるよという大学があったときに,いや,別

にそんなとこに入ったって何もなりゃしないから.専門

学校のほうを自分は選ぶよというふうに,そのレベルの

ところではなってきているというような状態がございま

す.

つまり,それは背景には,そのためにいろんな問題も

出てきてますけれども,学生がそうなってきたのは,社

会が豊かになってきたということ.それから少子化が進

んできたということ.そういうファクターがあって,ど

からいまの子供達は駄目なんだといっても,昔のように

もう1回貧しくわざとするわけにもいかないし,子供の

数をメチャメチャ増やすか,大学の数を激減させるかみ

たいな政策というのも,現実的ではないわけでございま

しょう.大学生の学力がどうのこうのと言われますが,

医学部は別として,一般的にはこれでも大学生かという

ふうなことを言われる.それは大学進学率が49%までき

てるわけでありまして,新制大学発足時の昭和28年は8
%だったわけでありますから,もう6倍以上になってる

わけです.ちなみにそういっちゃなんですけど.大学の

先生の数も当時の15倍になってるというふうに,ちょっ

とこれは正確な数字じゃありませんけれど.うちの大学

の学生はどうしようもないということをその先生が言わ

れるなら,それならあなただって昔は大学の先生になれ

てなかったんじゃないですかっていうふうに,それは言

わざるを得ないわけです.つまり,それは何も揚げ足取

りを言ってるんじゃなくて,大学が.そういうふうに社

会が豊かになり,子供の数が少なくなったときの大学の

姿を考えていかないと,戦前はこうだったね,昔はこう

だったねと言ってもしょうがないというのが--一般論とし

てはございます.もちろん医学がそれであっていいとい

う問題ではないわけでありますけれども,そういう間親

として多様化ということが出てこざるをえない.

習というか,長寿化ですね.みんなが長生きするように

なったということがございます.私は大学が考えを変え

なきゃいけないということのもう一つのファクターとし

ては,みんなが長生きするようになって,かつまた豊か

ですから,みんなが学べるようになったんです.昔だっ

たら,高校を卒業したときに8%の人間が大学に行きま

すよね.残りは行かない.その人達はおそらく一生高等

教育を受けないだろうという前提でものを考えればよかっ

たけれども,いま高校の先生たちに私たちがお願いして

いるのは,そのとき大学に行かなくても.お前いつでも

行こうと思えば行けるんだよということをよく伝えとい

て,将来社会人入学をするとか,聴講生になるとか,放

送大学に入るなんていうことを考えれば,すべての高校

卒業生が大学に行く可能性を持っている.高校にはほほ

100%行くわけですから,すべての国民が高等教育を受

ける可能性を持っているという意味において.これは50

年前とは大変な違いがきているということでございましょ

う.
私の父は昭和20年の九州大学の医学部の卒業生でござ

いますけれども,もっと先輩で,いま全国最年長の市長

をなさっている福岡県の田川市の滝井兼高市長さん.85

読,私の父親よりも5年先輩の昭和15年の九州帝国大学

医学部の卒業生で,そういうことで私も個人的にかわい

がっていただいているのでございます.この間もお目に

かかったら,この滝井兼高が昭和15年3月九州帝国大学

を卒業するとき.よわい齢25歳,自分の残された人生あ

と25年と思って,この25年を医学の医療に心血を注ぐと

いう決意を持って九州大学医学部の校門を出た.ところ

があにはからんや卒業したあと60年も,あと25年と思っ

ていたのを60年も生きている.60年も生きていると,医

学医療にも一生懸命いそしんだけども,みんなに諦われ
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て国会議員にもなられ,あるいは市長にもなられてこう

やっていく,本当に人間の生涯が長くなったというのを

自分が自ら実感しているというようなことを言われまし

たけれども,そういう観点に立ってやっていく必要性が

ある.

その観点を具体的にどこに結びつけていくのかという

と,いろんな考え方はあると思います.これは別にそう

するべきだと申し上げているのではなくで,そういう外

的条件があるよということであります.

例えばそんなに早く世の中に出なければならないんだ

ろうかということも出てまいりましょう,成人式が20歳

でいま成り立たないのは当たり前だという方がいらっしゃ

る.昔の20歳といのうは,人生の40%きてたんだけれど

ち.いまの20歳というのは80年の人生の25%しか来てな

いんだから,幼くて当たり前だと,成人式を30歳にすれ

ば,あんなふうな成人式の混乱というのも起こらないで

あろうと.それはある意味で--つあるのではないか.

実はいまの中学生や17歳の心の問題といわれるときに,

私たちもちょっと考えなければいけないのは,さっきゆ

とりの教育がおそらく心配だというお話が出たんじゃな

かろうかと思います.いや,心配はしなきゃいけないの

です.ただ私たちがいま初等中等教育を改革しようとし

ているのほ,ゆとりを持たせなければ大変なことになっ

ちゃうという前提で考えている.いまの大学生に問題が

あるということは私たちも十分認識をしてるんだけども,

いまの大学生はまだゆとりの教育など全然受けておりま

せんので,そこのところはご理解いただかなければ,小

学校からゆとりの教育を受けた世代というのは,まだ中

学3年生にいまきしかかったところでございます.

確かにいまの大学生も高校で新しい指導要領を少し

触れてますけれども.あれは大きな誤解がございまして,

文部省は高等学校に,これからご説明します,高等学校

もゆとりの考え方を持ってほしいと言っているんですけ

れども,現実にそれに沿った教育をしている高等学校と

いうのはごくわずかでございまして,ましてや大学に進

学している高校では,ほとんどそういうとこはやってい

ない.従来どおりの受験対応の教育をやっている.

私たちに言わせれば,文部省がお願いしているとおり

の教育をしてくだされば,大学の先生方に満足していた

だけるような学生を送り込むことができると思っている

のでありますが,高校の先生にも言い分がありまして,

いま申し上げるようなゆとり教育を,高校からいきなり

やれと言われたって困るよ,というのはごもっともの話

なんで,小学校から順にやっていかなければ,これは本
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当に役に立たない.今年の4月に小学校に入った世代は,

自信を持って大学に送り込めると思っておりますが,あ

と12年お待ちいただかなければならないのでございます.

こういうことなんでございます.よくゆとりゆとりと

言いますけれども.ゆとりに3種類ある.小学校でゆと

りを持たせていただきたい理軌 皆さんご納得いただき

たい,国民の皆さんにお願い.小学校では何のためにゆ

とりをつくるかというと,反衷できる余裕をつくっても

らいたいからゆとりをつくっていくんだと.つまり小学

校の段階で,知識を次から次へ伝授されるのではなくて,

--一つの知識を伝授されたら,その知識が何か生活の中で

役立つという体験をしてから次へ進めるように-ゆとり

をつくっていただけないものだろうかというわけでござ

います.

具体的に言えば,例えばこの間も小学校の先生と話 し

ていましたら,小学校の算数で速さというのをやります

よね,時速何メ一一トルで走っていれば何分で着くがどう

こう.A君がこっちを出ました,太郎君がここを出ていっ

て着いたときに20分経っていました.彼は時速何キロ歩

いたでしょうと計算しますね.さんざん計算して,ある

素晴らしい先生がいて,ちゃんとすべての子にわかるよ

うにそれを教えた.教えたあと,従来だったら次の単元

へ遂むんですが,いまは,その学校は小学校におけるゆ

とりを持つ教育の先駆けをやってる学校だったので,じゃ

あ今までだったら次へいくんだけど,ちょっと今回-･･･

といって.小学校におけるゆとりというのは,教科で学

んだことを反廃するためにありますから,子供たちを連

れて学校の前の国道に出て行ったらしいです.国道に出

て行っていろいろ見てみようと,これは社会科の反寓と,

算数の反寓をしてもらいたいなという思いがあって先生

は連れていったらしいです.社会科のときに教科書の中

で,日本にはいろいろな何県,何県とか学んでいくわけ

だけど,国道の前を走っている車のナンバーをみんなで

見てみようよ,いろんなところの車が走っている,この

事はあれで見たあそこから来ているのかという実感,やっ

ぱり遠くから来てる草はそれなりに汚れてたり,冬だと

雪で汚れていると,北国から来てる車は雪の中を走って

きたからこうなってるのかなというのを見ながらやって

いく-方で,先生はこう言ったらしいですね,｢ここを
走ってる車の速度って何キロぐらいかな｣.誰一人生徒

は,そんなのわかるわけないじゃんて,全員そう育った

らしいです.そんなの測れるわけないじゃん.さっきの

コンピューターの請じやないですけどそういう子が一一人

二人いて,スピードガンで測ればわかるんじゃないかと
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いふうなことを言ったらしいけれども,そのときに先生

が,｢ちょっと待って.この間まで算数の時間に何やっ

てたっけ｣というふうなことで少し誘導していくと,千

供たちは ｢そうか,ああやればわかるんだ上 たちどこ

ろに子供たちは巻き尺で100m測って.ストップウ寸ツ

ナで測って,あっ,いま通過した.これで初めて速さと

いう概念,算数の教科書で習った.ああ,こういうふう

に使うんだということを学ぶことができた.こういう反

範の時間をつくっていきたいのです.

だから円周率を3年で教えるのかとか,少数の2桁の

計算はさせないのか,少数第2位以下の計算はさせない

のかと言われますが,それは教科膏のうえではさせませ

んよ.まず仕組みをきちんと覚えてもらう.ところがこ

うやって測ったら.車はそんなに都合のいい速度で走っ

てくれないですから,ものすごい煩雑な計算になるわけ

ですけれども.教科書で,太郎君はなんとかというとき

に.難しい計算だと嫌になっちゃうでしょうけど,現実

に走ってるものを測ろうと思ったら,難しい計算でも子

供たちはこなしていく.この時間をつくっていくのが小

学校におけるゆとりであります.

ちなみにこのごろ少年犯罪が多いので,道徳教育をちゃ

んとや-_)とるのかと言われるわけでありますが,やって

るんです.戦前の修身の教育に劣らずやってるつもりで

ございます.一時,確かに戦後,[1教組対文部省という

図式の中で.道徳教育を意図的にやらない時代があった

ことは事実でございます.私たちの世代なんかそうなの

かもしれません.いまやそういうことじゃなくて.文部

省がきっちり道徳教育をさせている.

じゃあどうしてこうなるのかといえば.道徳またしか

りであって,修身の教育を受けてたころは,教科書でお

年寄りを大切にしようと番いてあったら,家へ帰ったら

お年寄りがいて,ああこの人を大切にしたら気持ちよかっ

たなという体験ができる.額に汗して働くことは素晴ら

しいことだと書いてあって.家に帰れば,手伝いもしな

ければいけないし,子供はそれなりに仕事をしなければ

いけないから体験できるわけでありますが,いまの子供

たちは.お年寄りを大切にしようったって.家にお年寄

りはいないし,お年寄りと付き合う暇があったら塾に行

けとかなんとか言われて行っちゃうから,反袈できない

わけです.徳目を教科書のうえで学んでいるだけです.

だからいまの子供にだって道徳のテストをして,人を殺

していいか.悪いかと言ったら,全員が悪いと書けば先

生が丸を付けてくれるし,褒めてくれると思ってるけど,

現実に人を殺しちゃいけないということが身にしみて伝

わっていない.だから実は小学校でのゆとりの時間は,

なにも算数の反袈だけじゃなしに,そういうお年寄 りと

揺する時間でもあってみたり.あるいは勤労体験をして

みる時間でもあってみたりというわけであります.

実はいまの中学3年生から以下の子供というのは全員

小学校で作物を作った体験をしております.例えばさっ

き確かに生物を学ばないということの問題もありますが.

作物を作った経験を,今までの子供は全黙してなかった

わけです.ゆとりと言ってますが,ゆとりというのは決

して遊ばせるためにやってるわけじゃなくて,今までの

教科中心から,少し時間をつくって,そこで何をするか

ということの例えば.一例として,勤労体験をしたり.あ

るいは作物を自分で種を蒔き.栽培し,収稚して,それ

を食べるというところまでをやっていく.

ご車知かと思いますけれども,ここの地元新潟の上越

教育大学附属′ト学校などに至っては.′｣､学校1,2年生

のときに午を飼って,その半が屠殺場.食肉工場に引き

渡すところまで-子供たちは体験していって午とずっと

やっていくわけですね.そういった時間に.最後に牛を

売るのか,このまま飼い続けるのかという討論を子供た

ちにさせると,なんの授業もしないで紙のうえでやれば,

かわいそうだからそういう工場に売っちヤいけない,そ

こへ行ったら殺されるんだからというんですけども,む

しろ牛と1年間過ごした子供たちは,それは牛はそうい

う運命なんだ,だから牛はこうやって死 ,̂で,肉になっ

て,それを私たちは食べてこうやって生きていくんだと

いうことを.もちろんかわいそうだと言う子供もいるに

しろ,そういう討論をして.その結論を出してやってい

くとか,そういう体験をさせるためのものでございます.

中学校でゆとi)を頂戴したいというのは,中学校の時

期というのは,釈迦に説法でございますが皆さんよくご

案内のとおり,思春期で,心も体も非常に動く時期でご

ざいます.だから中学生たちに対しては.もちろん反袈

させる部分も必要ですけれども.主に中学生に対して必

要なのは.少し気持ちにゆとりが持てるようにできない

だろうか.時間に追われることをしないようにしようじゃ

ないか.

従来,中学校3年間でこれだけやらなきゃいけないと

貰われていたことをやれば,せわしない中学校3年間で

ございます.それは中学校3年間で高校受験を目指して

塾に行ってやらなきゃいけないと思っているのは,理t動

は一つは人生が短かかったからだし,一つは競争が激し

かった.同年代の人がいっぱいいて高校に行きそびれる

人もいるという条件のもとで,-生懸命,私たちの世代
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なんかは高校入試のためにやるのは当たり前だというふ

うにやらされてきたわけです.いまの子供たちにしてみ

れば,長い人生80年も生きていくのに,なんでそんなに

急がなければいけないのかなという思い,それから高校

には全員入れるようになってるのに,なぜその中のこの

高校じゃなければいけないといってやらされるのかと.

努力するなと言ってるわけではないですけれども,過度

の努力というかプレッシャーを強いられてる部分がある

のではないか.やはりこの時期はもう少し心にゆとりを

持たせるようにしていいのじゃないかという考えでござ

います.

そして高等学校では一笑は高等学校でのゆとりという

のは.選択するゆとりをつくってもらいたいと言ってい

るのであって,学校の授業時間数にゆとりをつくるなん

ていうのは考えてない.現実に小 ･中学校というのは授

業時間数が確かに減ってます,ゆとりをつくるために減っ

てます.高等学校の授業時間数というのは,減らした覚

えは全然ないわけでありまして,高等学校というのはい

くらでも授業を取っていい学校にしていこうという考え

方で,新潟にはまだそういう学校はないかもしれません

那,昼夜開講単位制高校というのがほうほうで出来始め

ていますけども,この学校などほ朝の8時半から夜の9
時まで授業を開設しています.極端にいえば朝の8時単

から9時まで授業を取り続けることだって可能だけれど

ち,自分の取りたい科目をとっていくなかで授業を取っ

ていこうじゃないかと,

小学校や中学校は全員がこれだけの時間勉強するとい

うのは決まってますけれども,高等学校というのは最低

必要単位を決めてるのにすぎないのであって,それより

たくさん取っていける.だから医学部受験生が生物を取

れないのは,画一一的なカT)キュラムを組んでるから,壁

物の時間が受講できないわけです.そういうふうに広い

選択的が)キュラムを周意していれば,仮にセンタ-読

験で物理を受けるにしたって,生物の時間だってあるわ

けだから生物の時間を取ろうじゃないかということがで

きるようになる.従来の高校のが)キュラムだからこそ

それができないというところがございます.

じゃあそのゆとりをつくって3割減とかいってるけど,

どうなるのかと言いますが,これは金男が画-的に学ぶ

ことを中学3年生までに今までやってたわけですね.と

ころが全員が行くのはもう高校までになったわけですか

ら∴文部省としては.これも昨年12月の中教審答申で初

めてはっきり打ち出したのでございますが,今まで9年

の国民教育という認識を持ってきたけど,国民教育は12

447

年であるというふうに考えさせていただきたい.今まで

国民教育9年だと思って9年で送り出すわけだから,そ

の間に全部身につけさせなければいけないと思ってたこ

とは,10年半ぐらいかけて教えさせていただきたい,

高校2年生の前半ぐらいまでのところで従来国民教育

ばいけません.国民教育として必要な部分は画一的に詰

め込まなければならないわけでありますが,それを高校

2年の前期までにやるようにしましょうと.だから画一

的に詰め込まなければならなかったことというのは,今

回もほとんど変わってないわけでありますけど.それを

ゆっくりやる.

文部省は決定的なプレゼンテーションの過ちを犯して

しまったので,皆さんをご心配させている.3割削減と

言ったから,心配になっちゃった.皆さん心配になるの

は当たり前.3割減速というふうに言えばよかったので

す.スピードダウン,3割方余計に時間をかけて同じも

のを教えさせてもらいたい.

今まで,ただ詰め込んだら,詰め込んだほじからこぼ

れていく.学力低下という言葉が流行語になってますが,

新しい考え方で学力剥落という考え方を打ち出せるかと.

学力がはげ落ちる.いくら詰め込んでいっても,はげ落

ちてしまう学力ではしょうがないのではないかというふ

うなことが言われます.

新潟大学ではそんなことはないでしょうけど,乗京大

学の学生に.2分の1プラス3分の2という計算問題を

させたら,3分の1の学生ができなかったというような

ことを,テレビ局で調査して習ってる.それは多分,大

学に入って勉強してる学生が3分の2いて∴東京大学の

学生の3分の1が,大学に入ったら全然勉強してないと

いうことの現れではないかというふうに分析なさる万が

いる.つまり大学に入っても,医学部のように勉強しな

きゃいけないとこでは勉強するから.従来習ったことは

そこで必要であろうがなかろうが,そのまま頭の中に残っ

ていくんだけども,大学に入った瞬間,もうやれやれ,

これでもう東大法学部入ったからには大体みんな卒業で

きるらしいし,これでやれやれと思って遊ぼうと思って

いると.従来覚えてたものも全部忘れていってしまう.

つまり東大というのは3分の1の学生が,入っても勉強

してないということの証明ではないかというようなこと

をいう学者の方もいらっしゃる.なるほど,いま東京大

学に入ってる学生が.小学校6年生のときにその計算が

できなかったとは到底考えられないわけでありますけれ

ども,本当にできなくなっているとするならば.どのよ
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うな知識も麿かざればどんどん錆びていったり,はげ落

ちていったりしてしまうということなのかなとも思えま

す.

そういう意味で,小学校時代が少し時間をかけてでも

はげ落ちない学力,剥落しない学力というのを,やっぱ

りそれを使ってみて初めて意味があるわけでありましょ

う.角度なんかなんで測らなければいけないか,それは

測量するために必要なんだよ.それがわかれば,こうい

う形で煙突の高さだって測れるんだよ,なるほどね.と

いうふうになっていけるようにしていくのが真の学力だ,

そのために少し時間をいただきたい.

遅いよとおっしゃるかもしれない.遅いよとおっしゃ

るけれども,人生は慶くなってるんだからそれでいいで

はないか,

それと,高校2年の半ばまでに中学校までの中身をや

るといったら.高校の中身は半分になるのかというと,

そうではないのです.実は高校でやってた中身を小学校

でやる場合もあれば中学校でやる場合もあるんです.た

だし.こちらのほうは自分の得意分野についてそれをやっ

てもらいたい.だから端的にいうならば,小学校の5年

生でも高等学校の数学 1で出てくるような問題まで到達

する子供がいたっていいし,それはそれでやっていける

ようにしていこうじゃないかという.つまり小 ･中 ･高

のが目指しているところなのでございます.

だからこれがうまくいけば,いまの子供たちが9年後

に行く高等学校というのは,そのころまでには全部.高

校を単位制にして,猛烈に勉強して1年で出る子もヒョッ

とするといるかもしれない.2年で出る子もいるかもし

れない.あるいは6年1.7年かけてゆっくりやっていく

子もいるかもしれない,あるいは1年いて,やめて,な

にか仕事をして,また戻ってきて取っていく子もいるか

もしれないという高等学校にしていこうじゃないか.

そうなれば当然∴大学は何を求めるかといえば,多様

な勉強をしてくる高校生の中のどういうのを求めるかと

いうのを.大学の側が考えていく.ご案内のように′ト･

申 ･高等学校の教育は,文部省が決めるものでございま

す.こういう制度でこういうふうにやる,というのを決

める.大学については,そうではない,文部省としても,

こうあってほしいとかそういうことは言いますけれども,

結局大学の教育を決めるのは大学でありまして,文部省

がああしろこうしろとは言えませんですよね.

入試の問題またしかりであって,文部省はお願いはす

ることはできるけれども,大学の入試を結局のところ変

えていくのは.大学だ.

文部省も反省しなければいけないのは,そうは言いな

がら.文部省は戦後50年いろいろ調べてみると,大学に

確かに命令はできないからやってないけど.これはやっ

ちゃいけないということは結構言ってるんですね.18歳

より若い者は入れちゃいけない.学部は4年在学させな

ければいけないとか,いかに優秀でも大学院に入るため

には4年修了していなければいけないとか,こうLちゃ

いけない,ああしちゃいけないというのはいろいろやっ

てます.あるいは大学設置基準みたいなものも,これは

必ずやっておかなきゃいけないみたいなことはある程度

言っています.

それをどんどんいま文部省は.なくしていこうとして

いるわけですね.さらに 一･層各大学の判断に委ねていこ

うというようなところがございます.

文部省が本来.コントロールをすべきでないところま

でコントロ-ルをしてきた,お願いをしてきた部分があ

ることは事実です.ただ,はっきりもうそれを変えよう

としているのは,最初に申し上げましたように,誰でも

が大学に行ける時代になったと,特定の人だけが行ける

時代ではなくなった.例えば入試の問題しかりであって,

今まで確かに文部省は,センター試験を優ってもらわな

きゃ困ります,ああしなきゃ困ります,科因はできるだ

たくさんやらせないでください,あまり難しい問題は出

さないでくださいというお願いをしてきました.これは

確かにしてきたことは認めますし.事実です.だけど,

これまた昨年12月の中教審答申で,その方針は変更する

と.もうこれからは各大学が自らの常任においてどのよ

うな入試を課してもかまわないというところにきている.

それ,随分態度が違うじゃないかと言われるかもしれ

ませんが,子供の散が多くて大学が少ないときには,い

わば経済でいえば統制経済を引かざるを得ない部分がご

ざいます.少ない肉を大勢の人間で争う時に,市場の原

理に委ねるというわけにはいかないところがございます

から,文部省のほうで過当競争にならないように,受験

並争が過熱化しないように.こうやってはしいというお

願いをしておりましたけれども,もう肉の数と,それを

求める人の数が同じになり,どうかすれば肉のほうがた

くさんあるよと言われてるぐらいの状態になってくると,

これはもう市場の原理に委ねる時代に入ってきた.市場

というと言葉が悪いですけど,さっきの受験生が選ぶ,

選ばれる.例えばある大学がこういう入試を課す,もの

すごい難しい入試を課すのはいいんだけれども,どうも

その太字の授業内容を見てみると,あまりろくな教育も
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していない.なんでそんな難しい入試を出すところに誰

が好き好んでいくもんかいと思って,学生のほうが受け

ないでしょう.だけど本当にいい教育をしてくれるとい

うことがわかってる大学だったら,どんなにハードな問

題を課されても.いいではないかということです.

実は今回,あまり宣伝してくれるなと,初等中等教育

局からも,高等教育局からも言われているんですけれど

ち,私は中教審答申の読み方として,きちんと説明しな

きゃいけない.確かにあの答申の中でも,学習指導要領

の範囲は守ってほしいという意味のことが書いてあるん

ですが,これは学習指導要領の狙いに ｢沿って｣やって

もらいたいといっているのであって,軽度を規制してい

るわけではないという考え方でございます.つまり,ど

んな難しい問題を出してくだきっても結構だけども,学

習指導要領の狙いといのうは,片々たる知識を問うとい

うことは狙いでないのだから,艶しいことでも,それは

本当に学ぶという,自ら学び,自ら考えるという学習指

導要領の趣旨に沿った間蓮であるならばいいけれども,

クイズ番組のク1'ズみたいに難しい問題を出すのは,学

習指導要領の自ら学び,由ら考えるという趣旨に沿って

いない.

私はちょっと医学のほうではわかりませんけれども,

そのときに例として出したのは,例えば東京大学法学部

に入りたいんだったら,丸山寅男の著作を一冊読んで,

それのレポ-トを書きなさいという問題を,東京大学法

学部の入学試験に課したってかまわないじゃないか.そ

れは自ら学び,自ら考えて,そして自分がその法学を志

すということをアピ-ルするための試験であるというよ

うな考え方に立てば,それでももちろんかまわないと.

今まで文部省が課してきた制約というのを全部なくして

いこうじゃないかということのなかで,各大学がいろい

ろお考えいただく時期にさしかかっている.

確かに従来文部省は,大学が科目指定をするのはやめ

てくださいと,高校での履修科目指定するのはやめてく

ださいとお願いしていましたけども,それももう撤回い

たします.履修科目の指定もやっていい.ただしそのた

めには高校が選択できる幅をつくっていかないと,いく

ら科目を指定されたって,それをうちの学校では履修で

きないことになっているというふうなことになったので

は困るわけであります,だから例え新潟大学医学部では

生物も課すだけではなしに,高等学校では福祉の授業も

してもらいたいという考え方だって出せるわけですね.

福祉の授業をとってもらいたい.ところが福祉の授業を

開設している学校が少ない.それをどんどん開設してほ
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しいと私たちはお願いしていますが,できてないときに

どうすればいいかというと,他の高校で履修することも

可能である.通信教育で履惟することも可能である.場

合によっては大学で履修することも可能である,高校生

が大学の授業を受けたことをもって単位認定をするとい

うのも可能であるというようなことをしていく.

さっき申し上げたように,これからは一一人ひとりに合

わせてどんどんスピードが変わってくるとするならば,

高校の授業ではどうやったって飽き足らない子供という

のも出てくるでしょう.数学の授業に関しては高校の授

業では飽き足らないけれども,じゃあそのまま大学に入っ

てしまうと,ほかの授業は,英語の力はまだ高校程度の

力しかないという場合も当然あるわけですから,そのと

きには数学の授業は大学に行って受けてきなさいと,莱

語の授業はみんなと同じようにこの高校で受けましょう

というようなことも可能になるようにしていくわけであ

ります.

いまの高校生にこれを要求したらとても無理なので,

小学校の段階から,自ら選択して学んだことは,自らの

賓任においてやり遂げなければならないという意識を育

てていくわけです.親が言うから,先敦が言うから勉強

するのではなくて.自分がこのトラックのスピードを測っ

てみたいと思ったから,艶しい計算だけど最後までやり

遂げなければならないんだよな,そうしない限りこれは

わからないんだよなというような経験を小学校の段階か

ら積み登ねでいくことによって,その子が高等学校に行

くときには,自分は高校で何を学ぶのか,単位を全部自

分で選んでいって,選んだからにはそれをきちんと最後

まで履修していかなければいけないという意識を持つ.

そういう高校教育を経て大学に入ってくる学生たちが,

いまさまざまな場で言われているような,こんな大学生

がいて困ったもんだというようなことにならないものを

送り出していくということが,実は初等 ･中等教育では

強く求められているわけでございます.

文部省は全体として,ものをはっきり整理すべきとき

にきているんですよ.あたかも大学も文部省が左右でき

るような言い方をちょっと言ってしまったりするような

ことはおかしい.高等教育は本当に高等教育機関の,塞

本的にですよ,原則,とにかく高等教育機関の自主決定

で行われれていくものだ.例外的に文部省が何かをお願

いすることはあるでしょう.

こんどは初等 ･中等教育のほうは,文部省とか,教育

委員会とかいった行政の側がこうやるんだよというのを

決めていって.しかしそこにも例外的に各学校が自主決
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定できたり,各先生が自主決定ができたりという部分を

つくっていくという.その原則.例外を,きちんと整理

をしていこうではないか.

あとは行政機関であるところの高等教育といっても,

私立と国立ではまた意味が違ってくるわけでございましょ

うが,いま申し上げた学校種別では,小 ･中･高等学校

は原則,外からの規制,文部省とか･･-I,例外として,

でも各学校が決められるとこをつくっていこう.高等教

育はその逆だと申しました.

こんどは国 ･公立と私立という考え方に立つならば,

国 ･公立は原則として情報公開.説明者任,それから外

部からの評価を受けるということが.これは原則.例外

的に情報は全部開示できない部分もあるだろうし,説明

できない部分もあるでしょうけども,原則はそうなんだ

ということを明確にしていく.

私立は,原則として情報公開しなくていいと言ってる

わけではないですが,国公立にはそれが課される.そう

すると各教育機関が,自分のところは国 ･公立なのかと

いうメルクマールと,自分のところはどの教育段階なの

かというメルクマールをしていけば,何が原則でその学

校が運営されていくのかということを考えていかなけれ

ばいけないだろうというわけであります.ただし.高等

教育横間においては国立という形態はなくなっていく方

向で進められていっているので,その独立行政法人になっ

たときに.それは国立と同じようにしぼりがかかってい

くことにはならないから.いまの国立よりはそこは当然

由由度が増さなければならないだろうということは,そ

この修正はこれから独立行政法人化していくなかで加え

られていかなければいけないけれども,原則はそういう
ことだろうと思うわけであります.

ですから文部省としても,今まではなんだかんだ宮い

ながら,これは私自身の反省も込めて菌うならば,横並

び主義というのがございます.文部省自身がやっぱりお

役所ですから,どうしても横並びだったり縦割りだった

りするようなところがございます.ただしかし,その文

部省ももうあと半年後には.文部科学省という役所にな

り,組織も変わil).さまざまなことが変わってきて,従

来のような文部行政のやり-方では駄目だよ.従来のよう

な文部省の役人のものの考え方では駄目だよというとこ

ろに直面をしていかなければならないとこへきている.

そうすれば当然,大学についても横並びをやるのでは

なしに.例えばいま国立大学の43の医学部,全部医学部

という名称だけれども,それで必ずしも医学部である必

要はないのかもしれない.例えば文系では総合政策科学

部とかいろんなものがどんどん出てきている.じゃあ医

学部だって例えば総合医療学部みたいな考え方があって

もいいだろうし.奉るところこの新潟大学では,医と歯

の合同大学院みたいな考え方.さまざまなやり方が∴文

部省がそれは前例がありませんからねとか,よそがやっ

てませんからね.みたいなことで難色を示したりするよ

うなことが確かに過去にはあったわけでございますから,

そこのところをはっきりと文部省の側も自己認識して,

各大学がやろうと思うことを,できるだけ応援していく

方向で考えていかなければいけないので,それは前例が

ないから,自分が上司に説明するのは大変だからみたい

なことは思っちゃいないでしょうけれども,なんとなく

やっぱりこれは前例があるというと,まことに説明がL

やすいのですね.お役所ってそういうところでありまし

て,過去は,なんかくると,ひどい人になると.なんか

持ってきて決鼓を仰ぐと,前例はって聞いて,前例がご

ざいますというと.｢はい｣といって押 してくれるとい
うようなことが,極端な例でいうとあるわけです.いま

はわが役所の中でも,そういうことでやっている人は倍

円を失っていく.前例がある,ないにかかわらず,前例

があったって,それがいいか悪いかの判断はそこでして

いかなければいけないわけでありまして,前例主義.縦

割り主発,横並び主義というのが三大官僚制の欠点でご

ざいます.

ちなみに私は,東京大学法学部で何をお前勉強してた

のかと言われれば.官僚制の弊害の勉強をしておりまし

て,行政学の辻 清明先生の薫陶を受けて,官僚制とい

うのは放っておけば.そういう弊害を必ず生んでいくか

ら,それを正さなきゃいけないというようなことでござ

いました.

ただ官僚制というのは,官僚はあくまで制ですから,

官僚組織でなくても,例えば大学であっても,組織とい

うものは官僚制化していく実態を持つというのが,私が

受けた教えであります.例えば民間企業であっても,そ

のままずっとやっていけば,やっぱり官僚的にな-_)てい

く.したがって大学といえどもやはり組織である以上,

官僚的になっていく傾向がある,それは国立大学と私立

大学だったら.やっぱり国立大学のほうが官僚的になっ

てく傾向は強い.これはちょっと傾向の問題でございま

すので.それをどういうふうに打破していくのかを不断

に自己判断していかなければいけないという数えを受け

ていたのであります.ようやくいま,それをやるのが当

たり前だという時代になってきて∴文部省もそういうこ

とで何がいいのか.悪いのかを･一一一一つひとつ判断していく.
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これもはっきi)しなきゃいけないのですが,じゃあ文

部省は,各大学が言ったことをなんでもOKと言えるか

というと,それはそうはいかない.だけどなんでもOK

と言えないのは,前例がないからとか.自分が納得がい

かないからということで文部省がNOと言っちゃ駄目

なんで,文部省が唯一発するならば,それにお金がかか

る,そのお金が国民の皆さんに納得していただけるよう

な説明ができるかどうかということについては,考えて

いかなければいけない.基準はそういうことでございま

す.

つまり今までは各大学が新しい計画を立てたり,新し

いことを考えるときに,文部省に行ったときに,文部省

の役人が理解してくれるだろうかということになってし

まっていた.そうではない.文部省の役人も,大学の方

も一緒に考えなければいけないのほ,国民の皆さんに納

得していただけるような提案であるかどうか.なるほど

それに俺たちの税金を使っていんだ,というふうに言っ

ていただけるような内容であるかどうかということを問

うていくのではないか.

一昨日も私は文部省の新任職属研修でそういうふうに

言ったんです.国民の皆さんに対してプレゼンテ-ショ

ンしていく.例えば新潟大学をこのように変えます,こ

のように変えるには当然お金がかかります,そのお金を

皆さん方の税金を使ってやらせていただきますが,納得

してくれるでしょうかということを考えていく.だから

文部省と大学の関係というのは,これからは文部省対大

学という考え方じゃなしに∴文部省と大学が一緒になっ

て,国民の皆さんが納得してもらえるようなやり方を提

案していく,知恵を出し合-:)でやっていかなければいけ

ない.だから文部省がもし大学の出してきた案になんら

かの問題点を指摘するとするならば,前例がないからと

か.ほかでやってないからとかではなくて,ひょっとす

るとこの部分はなかなか国民の皆さんに納得してもらえ

ないかもしれない,

国民の代表というのは大蔵省主計局でございます.代

表というか,国民の意見を代弁する立場.まず大蔵省主

計局に納得してもらうというのは,大蔵省主計局の人が

勝手に判断するというわけじゃないですけどサ大蔵省主

計局の皆さんというのは,従来の大蔵官僚はちょっと違

うかもしれませんけれども,いまの時代の大蔵省主計局

というのは,国民の財布を預かっているという立場で,

それが本当に出すに値するかどうかを考えていくという

のが.昔はいざ知らず,いまの主計官,主査たちの考え

方は,そういうことになっております.
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だから,そういう意味でこれから私たちが大学を考え

ていく.独立行政法人になるので.それでもやっぱり同

じように国費を投入していくべきだし.いかなきゃなら

ない.なおさらのこと国民の皆さんに納得していただけ

るようなことができないだろうかということを考えてい

くのではないかと思います.

ある人に素晴らしいことを言われて,私それをすごく

感激したのであります.私は一番感激したのは,大蔵省

の主計局の人たち,それに限らず大蔵省の人たちが.自

分たちは国民の皆さんの財布をお預かりしているんだか

ら,当然昧しい査定とか,一生懸命考えて,国民の皆さ

んのお金の使い方が,みんなが-盤懸命納めてくださっ

た税金を無駄に使わないようにするのが,自分たちの仕

事なんだと思ってやっているんですよと言われたのも感

銘を受けました.なるほどと思って,私もいろいろやっ

てたら,結局自分のやってる仕事は,医学教育課長のと

きのことでございます,医学教育課長を終わるころにこ

ういうことがあったんですけれども,当時から独立行政

法Åなんていう語も出てきているし,そうなるにしろな

らな摘 こしろ,国民の皆さんに理解してもらえる大学病

梶,国民の皆さんに理解してもらえる大学の医療計画部

というものになっていかなければいけないなというお語

をよくしていたのであります.

そのときにこう甫われたのですね.忘れられないです.

鳥取大学の者護部長さんにこう言われたのです.ああ,

医学教育課長さん,つてちょっと公の場で言われた.

｢私は,今まで文部省の医学教育課というのは,私たち

大学病院で働く者の味方だと思っていたんですけれども,

違ったんですね.半分は私たちの味方で,半分は国民の

皆さんの味方というか,そちらの立場に立って考えるの

が,あなたの仕事なんですね｣って言われて,なるほど,

私のやるべきことを言葉としてきちんと言ってくださっ

た.

それは大蔵省と違って,私たちも国民の側だけに立っ

てその利益を代弁していくというわけではないけれども,

その間に立って,大学はこうありたい,病院はこうあり

たいと思ってることと,国民の皆さんは何を望んでいる

のか,どうしているのかということを,間に立って両方

に説明していく.大学のやってることを国民の皆さんに

説明する,国民の皆さんの願っていることを大学のほう

に,みんなこう思ってるんですよということをやってい

くのが,これからの文部省の役人の仕事なのだなという

ことを痛感いたしました.

きょうは大学の皆様方にそういうお話をする機会を得
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てますけれども,いまの私の立場なんていうのは,あら

ゆる国民の方々に,いろんな場でご説明をし酎 すればい

けないところがある.だからそれは当然大学だけが変わ

らなければいけないのではなくて,小学校も,r卜学校も,

高校も,また家庭や地域の太人たちのものの考え方も変

わっていかなければならないわけであります,

大学と高校が,特に今卜.1のいわし0る大学と初等 ･中等

教育と,高等教育の接続に関していうならば,大学の意

識と,高校の意識がそれぞれ変わって,そして本当にい

わゆるインターフ_T:-スの部分で牛徒が.自分が何に行

きたいのか.つまり偏差値が商いから医学部に行きたい

というのは､や一･_)ぼりおかし,な選択であ-)たんだけれど

ち,それが当たり前であるかのようなやり方をしてきた

ことの問題点.例えば ･回も病院に足を踏み入れたこと

がないのに,そんな人はあまi)いないかもしれないけど.

医療をしている側の立場に-個 も触れたことがないのに,

医者になろうというようなことでいいのかどうかという

ようなことを高校側も考えていかなければならないL,

また太挙例も,お聞きすればこの新潟大学でも,すべて

の入学生に対する面接の実施ということをご検討いただ

いていると聞いておりますけれども,そういう東学側の

努力,高校側,大学側,両方が今まで以上の努力を,そ

の接続の部分に払ってもらうことが必要だと思う鞘です,

東学の鰍 ま,むしろ医学部の場合は,ほかの学部だっ

たら私は大学数膏をちゃんとしてくださいということを

お願いしなきゃならないのでありますけれども,医学部

はほかの学部と違って,大学数背をきちんと行っている

とこだというのは承知しているので,ここではそれは申

しませんけれども,東学教育をよくすることよりも,む

しろ旗の段階として,入試をどうするかということに考

えてもJ･)わなければいけない.美は別の立場のところに

行きますと,大学入試が変わらない限り,全然日本の教

育はよくならないよという言われ方をする.そこで私が

ご説明するのは,大学入試は着席と変わろうとしている,

特に医学部を見てください.医学部から変わり始めてい

く.そうしたらほかの学部だって当然これは変わらなけ

ればいけない方向に行くんだということを申し上げてお

ります.

じゃあ医学部はどう変わっているのかと言われたら,

一言でいうならば,医学部の先生方ほど入試に手間暇を

かけようと思っているのほいない.はかの学部では面接

も何もしないわけですから,試験のときの試験監督に立っ

てるだけでしょう.東京大学法学部の先生なんていうの

は,試験のときの試験監督に立ってるだけで入試にかか

わっている.やっぱり面接をすれば,その面接をするこ

とによ---て,大学側も選ぶ自覚も出てくるし,入学側が

選ぶ自覚を一人ひとりの先生として持ってもらいたい.

自分が選んだ学生を.自分が教えているのだというふう

分は選ばれたい.選ばれたいと思ってきているのではな

くて.自分が選んだこの学部,そしてこの大学というこ

とを考えられるように,実は高等学校では今まで受験指

導にべらぼうな労力をかけてたその労力を,進路指導の

ほうに向けてもらいたいというわけであります.私たち

は決して入試を易しくすれば,子供達が幸せになる,な

んてちっとも思っていないのであります.

最後に申L上げさせてい,+=だくならば.ある高校の先

生から言われました,｢文部省はゆとりの教育とかなん
とかいって文部省がやってることはいいことだが,それ

はあとの語を聞いて,誤解されていると言うことがよく

わかりましたけれども,大学入試を緩和して,私の教え

子に医者になりたいというのがいた,医者になりたいと

いうのだけども,学力がどうしてもあまり高くないので,

医学部の入試を何回も受けても,何回受けても,落ちる

んだ.だけど医者になりたいという熱意は人一倍どころ

か丸の何倍もあるから,何回も何回も受けている.この

熱意を生かしてどうして医学部に入れてくれないのか｡｣

というから,それは私たちの考えてることと違う.それ

は無理です,熱意さえあればなんにで屯なれると言って

いるのではないです.力濠プラス熱意がほしいというの

管,力量だけでなれる,つまり学力だけでなれるのがお

かしいと言っているのであって,学力プラス熱意という

ふうにしていこうと思っているのであって,それを誤解

されて,熱意さえあれば柳 二でもなれるなんていうのは

大間違いだし､そもそもあなた(7)高校教師としての進路

指導は根本的日弼違っている.その子供は何がやりたい

のですか.その日指とよく話し合ってないじゃないか,

その子供は医療の仕事に就いて人の命を助けたり,何か

をしていこうということをやりたいんでしょう.あなた

という教師が私はよくないと思うのは,だから医学部を

受けろという進路指導をしていることに問題があるんで

あって,医療に携わる仕事が何種類あるかご存じですか.

藩護する人もいる,臨床検査をする人もいる,さまざま

な仕事があって,それらはすべて人の命を守り健やかに

保っていくための仕事をしているのに,あなたという教

師が医者という仕事しか知らないものだから,かわいそ

うにその子は,医者になる,医者になるって何度も何度

もなれないということになるけれども,その予の話をよ
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く聞いて,いろんな医療の仕事があるよ,これも医者と

同じように素晴らしい人の命にかかわっていく仕事なん

だよということを,きちんと高等学校で教えていれば,

自分の能力に見合う,自分の意欲とも合う仕事というの

を見つけていくことができるのに,非常にそんな不親切

を,人の命を助けたいならイコール医者だ.

その先生も藩護の仕事は知ってたらしいんですけども,

どうして者護って例えば言わないんですかって言ったら,

あれは女性のやる佳翠でしょうっていうふうなことをい

ラ.その程度の進路指導の意識でやってる高校というの

も,これは大きく変わっていかなければいけないわけで

ありまして,私は,太学が変わらなければ世の中変わら

ないというような考え方はおかしいと思うのであって,

それぞれのところが,最初に申し上げました一生涯が長

くなって,生涯学習していく時代,何度でもやり直しが

きく時代になってきている.例えば高校の先生がいう,

とりあえず大学に入れという考え方は,やり直しがきか

ない時代の考え方,取りあえず大学に入っておけ,取 り

あえず普通科高校に入っておけみたいな進路指導も,こ

れはやり直しがきかない時代の考え方.

福沢諭告じゃないですけど,一身で二世を生きるとい

ラ,2つどころか,3つも4つも生きていけるぐらいの

濃い時代を私たちが迎えているにもかかわらず,単線型

で一つの方向へ早く決めさせちゃって出していこうとい

うようなやり方を,教育界だけでなしに,周りの親や,

大人全体も含めて変えていかなければいけないところに

きているわけでございます.

きょうは私のほうからは,大きな教育をとりまくバッ

クグラウンドの状況ということをお話し申し上げて,そ

ういうことを踏まえ,また,もちろん先ほど乗議論され

てきた医学の在りよう,医療の在りようというものを含

めて.どのような,つまりオン1)-r7ンとしての大学.

今までは43,つまり簸医大県解消計画なんていう考え方

自体が,同じものをどんどんつくっていこうみたいなこ

とで今まではやってたんでしょうけれども,これからは

オンリ-ワン,ここにしかないものというものをつくっ

ていく大学-と明らかに変わっていく時期-差L掛かi),

新潟大学がこれからどのような構想を打ち立てていただ

くのかというのを,私も楽しみに見守らせていただきた

いと思いまして,話を終わらせていただく次第でござい

ます.

ご無礼なことも多々申し上げましたけれども,ご清聴

ありがとうございました.

司会 (岩測) 寺脇先生.貴重なお時間をいただきま

･153

して,文部省がいまお考えになってることをお話しいた

だき,準にゆとりの教育というのは非常にわかりにくかっ

たのですが,今田お話をお聞きしまして,先生がどうい

うことをお考えになっているか非常によくわかりました,

ありがとうございました,

国民の声というお話で,君らは国民の声を開いてやっ

たらいいといったときに,私はすぐ,国会議員を思い浮

かべてしまうんですけれども,先生のお話だと,大蔵省

の主計局が国民の声であると言われ,私の発想は今まで

そのようなものはなくて,博 脇 : ｢すみません.それ

は問題発言でありまして封 やはりそういう考え方も僕

ちとしても持たないといけないんじゃないかと思ってお

ります.

本当に貴重なお話をいただきましてありがとうござい

ました.先生に拍手をお願いいたしたいと思います,

それでは司会としてほここで締めまして,総合司会の

山本先生に最後にまとめていただきたいと思います.也

本先生,どうぞ.

総合司会 (山本) 今日はいろんな面から私どもにご

指導いただいたと思っております.私も感ずるのです が ,

国民のニーズに応えるのが医学教育や医学研究について

必須であると.いろんな既存の価値観を打破していく必

要があるのですが,変わらないものはやはり国民のニー

ズに応えた医学教育,医学研究であるということを強く

感じました.

それから寺脇先生のお話の中で,敬,新潟大学の生き

方と共通するものがあるなと思ったのは,いま新潟大学

の理念 ･目標をつくっておりますが,その中のひとつが,

という標語がキーワードとして入ると思います.新潟と

いう地域特性の中で.旧帝大のようなナンバー｢7ンを追

い求めるのではなく,地域における特徴を求めていきた

い.ナンバーワンよりオンリーr:)ンというような言葉と

共通することがわかり,意を強くしました.

これをどう私どもが今後新潟大学医学部のなかにどう

活かしていくかという蓋い課題を背負わされたと思いま

す.私どもの次の世代のためにぜひ頑張りたいと思って

おります.これで経合司会の役目を終わらせていただきます.

講師の先生方ならびにご出席の皆様,大変ありがとう

ございました.

進行 (高橋) それでは最後に,開会の辞を県の医師

会のほうから日戸発生,お願いします.

日戸 この人学のB29の卒業生でございますが,きょ
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うは大変良い企画であったせいか,多数の先生方がご出

席いただきました.題名も素晴らしいし.また3人の方々

のそれぞれ個性のある話を聞かせていただきました.

県の医師会はこの会が,できてからずっと,医学部と,

あるいはときに学士会と一緒にやってきたのでございま

す.これまできたのは両方とも地域を大事にしたという

ことが根本にあろうかと思います.さっき寸ン1)-ワン

という言草が出ました.この大学学上会.あるいは医学

部の会ができたオンリーワンは,皆様ご存じのようにツ

･ソガ虫でございました.これからツツガ虫が重大事にな

ることは,ないと思いますが,また新しい問題が21世紀

には,L壬1てくるようでございます.皆さんと力を合わせて,
それを地域のために解決していきたいと思います.

今日は先生方にお礼を申し上げまして,閉会の挨拶に

させていだたきます.どうもご苦労さまでございました.


